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松山
大
学
論
集
第
二
十
四
巻
第
四－
二
号
抜
刷
平
成
二
十
四
年
十
月
発
行
米
方
年
行
司
に
関
す
る
一
考
察
―
―
史
料
紹
介
を
中
心
に
―
―
高
槻
泰
郎
米
方
年
行
司
に
関
す
る
一
考
察
―
―
史
料
紹
介
を
中
心
に
―
―
高
槻
泰
郎
は
じ
め
に
近
世
日
本
の
幣
制
は
三
貨
制
度
と
呼
ば
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
東
日
本
に
あ
っ
て
決
済
通
貨
と
な
っ
た
金
、
西
日
本
の
そ
れ
で
あ
る
銀
、
そ
し
て
補
助
貨
幣
と
し
て
の
銭
、
こ
の
三
貨
に
よ
っ
て
成
り
立
っ
て
い
た
。
こ
の
馴
染
み
深
い
理
解
に
対
し
て
岩
橋
勝
氏
は
、
こ
れ
を
相
対
化
す
る
論
稿
を
精
力
的
に
発
表
し
て
い
る
（
１
）
。
直
近
で
発
表
さ
れ
た
論
稿
の
中
で
岩
橋
氏
は
、
近
世
日
本
の
各
地
域
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
直
面
し
た
貨
幣
需
要
と
貨
幣
供
給
を
所
与
と
し
て
、
最
適
な
決
済
手
段
を
適
宜
選
択
す
る
姿
こ
そ
が
、
近
世
期
貨
幣
制
度
の
真
の
姿
で
あ
り
、
東
の
金
遣
い
・
西
の
銀
遣
い
・
補
助
貨
幣
と
し
て
の
銭
と
い
う
画
一
的
な
理
解
は
実
態
と
乖
離
し
て
い
る
と
明
快
に
主
張
し
て
い
る
（
２
）
。
（
１
）
代
表
的
な
研
究
の
み
を
摘
記
す
る
な
ら
ば
、
岩
橋
勝
「
小
額
貨
幣
と
経
済
発
展
」『
社
会
経
済
史
学
』
第
五
七
巻
第
二
号
、
一
九
九
一
年
七
月
、
一－
一
二
頁
、
同
「
江
戸
期
貨
幣
経
済
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
」『
金
融
研
究
』
第
一
七
巻
第
三
号
、
一
九
九
八
年
七
月
、
五
九－
八
〇
頁
、
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
一
しじ
ょ
う
い
ち
ば
こ
の
よ
う
に
主
張
す
る
以
上
は
、
市
場
と
い
う
抽
象
的
な
機
構
を
論
じ
て
事
足
れ
り
と
す
る
の
で
は
な
く
、
市
場
の
レ
ベ
ル
に
下
り
て
貨
幣
流
通
の
あ
り
方
を
論
じ
、
背
後
に
あ
る
構
造
を
浮
き
彫
り
に
し
て
い
く
作
業
を
繰
り
返
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。
か
つ
て
の
制
度
叙
述
的
、
貨
幣
改
鋳
史
的
研
究
手
法
を
乗
り
越
え
て
、
貨
幣
流
通
の
実
態
を
通
し
て
経
済
発
展
の
有
り
様
を
考
察
す
る
「
貨
幣
の
経
済
史
」
と
い
う
手
法
を
打
ち
立
て
る
べ
き
、
と
の
岩
橋
氏
の
主
張
（
３
）
は
、
後
進
に
与
え
ら
れ
た
宿
題
で
も
あ
り
、
道
標
で
も
あ
る
。
か
く
言
う
筆
者
は
抽
象
的
な
意
味
で
の
市
場
を
論
ず
る
こ
と
で
事
足
れ
り
と
し
て
き
た
張
本
人
で
あ
る
が
、
氏
の
提
唱
さ
れ
る
「
貨
幣
の
経
済
史
」
の
薫
陶
を
受
け
た
者
と
し
て
、
本
稿
で
は
大
坂
米
市
場
に
お
け
る
米
取
引
の
実
態
を
示
す
史
料
を
紹
介
す
る
こ
と
で
、
学
恩
の
万
分
の
一
に
報
い
た
い
。
一
、
冨
子
家
と
米
方
年
行
司
に
つ
い
て
い
ち
ば
大
坂
米
市
場
を
巡
る
研
究
は
枚
挙
に
暇
が
な
い
程
、
積
み
重
ね
ら
れ
て
い
る
が
、
共
通
し
て
指
摘
で
き
る
こ
と
は
、
市
場
に
お
け
る
取
引
実
態
が
ほ
と
ん
ど
解
明
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
世
界
初
の
先
物
市
場
と
し
て
名
高
い
大
坂
米
市
場
に
あ
き
な
い
あ
っ
て
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
取
引
が
行
わ
れ
て
い
た
の
か
、
十
分
に
解
明
さ
れ
て
い
な
い
。
例
え
ば
、
正
米
商
内
（
ス
ポ
ッ
ト
取
引
）
に
お
い
て
は
、
約
定
か
ら
四
日
以
内
の
現
銀
・
現
物
決
済
が
原
則
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
が
、
は
た
し
て
実
際
に
現
銀
で
決
済
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
銀
目
手
形
で
決
済
さ
れ
た
か
も
し
れ
な
い
し
、
あ
る
い
は
米
仲
買
間
の
長
期
的
な
取
引
関
係
を
前
提
に
帳
簿
上
で
差
し
引
き
を
す
る
の
み
で
、「
潰
れ
」
と
な
ら
な
い
限
り
、
決
済
を
閉
じ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
よ
う
な
基
本
的
な
事
柄
す
ら
解
明
で
き
て
い
な
い
状
況
を
も
た
ら
し
た
要
因
の
一
部
は
史
料
的
制
約
に
求
め
ら
れ
る
が
、
松
山
大
学
論
集
第
二
十
四
巻
第
四－
二
号
二
５９５
史
料
渉
猟
が
十
分
に
及
ん
で
い
な
い
こ
と
も
ま
た
事
実
で
あ
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
右
の
疑
問
に
直
接
答
え
る
も
の
で
は
な
い
が
、
管
見
の
限
り
で
は
こ
れ
ま
で
利
用
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
、
大
阪
大
学
経
済
史
・
経
営
史
資
料
室
所
蔵
「
冨
子
家
文
書
」
所
収
「
米
方
年
行
司
相
勤
候
節
扣
」（
史
料
番
号
五－
一
六
）
と
題
す
る
史
料
を
紹
介
す
る
こ
と
で
、
さ
さ
や
か
な
が
ら
、
前
進
を
遂
げ
た
い
。
当
該
史
料
は
表
題
の
通
り
、
冨
子
家
・
米
屋
助
右
衛
門
が
文
化
元
年
（
一
八
〇
四
）、
同
四
年
（
一
八
〇
七
）
に
米
方
年
行
司
を
務
め
た
際
に
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
冨
子
家
に
つ
い
て
は
、
文
書
所
蔵
機
関
で
あ
る
大
阪
大
学
経
済
史
・
経
営
史
研
究
室
が
解
説
を
与
え
て
い
る
（
４
）
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
冨
子
家
は
元
禄
期（
一
六
八
八－
一
七
〇
四
）に
京
都
伏
見
か
ら
大
坂
に
移
り
住
み
、
正
徳
年
間
（
一
七
一
一－
一
七
一
六
）
に
尼
崎
二
丁
目
に
お
い
て
米
上
積
問
屋
を
開
業
し
た
と
さ
れ
る
。
初
代
の
米
屋
助
右
衛
門
（
享
保
一
二
年
（
一
七
二
七
）
没
）
か
ら
数
え
て
六
代
目
助
次
郎
（
明
治
一
三
年
（
一
八
八
〇
）
没
）
の
代
に
明
治
維
新
を
迎
え
て
い
る
。
冨
子
家
は
、
大
坂
か
ら
京
都
へ
と
米
を
卸
す
上
積
問
屋
を
は
じ
め
、
豊
後
岡
藩
、
伊
予
新
谷
藩
な
ど
の
蔵
元
業
務
も
こ
な
し
、
大
名
貸
も
展
開
し
た
と
さ
れ
る
が
、
米
仲
買
株
を
持
つ
、
米
仲
買
と
し
て
の
顔
も
持
っ
て
い
た
（
５
）
。
米
仲
買
株
仲
間
の
頭
役
に
当
た
る
米
方
年
行
司
を
二
度
に
わ
た
っ
て
務
め
た
こ
と
は
、
冨
子
家
が
米
仲
買
と
し
て
相
応
の
地
位
に
い
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
（
２
）
岩
橋
勝
「
近
世
貨
幣
経
済
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
」『
社
会
経
済
史
学
』
第
七
七
巻
第
四
号
、
二
〇
一
二
年
二
月
、
三－
二
五
頁
。
（
３
）
右
掲
論
文
、
三
頁
。
（
４
）
大
阪
大
学
経
済
学
部
経
済
史
・
経
営
史
研
究
室
編
「
冨
子
家
（
旧
大
坂
両
替
商
）
旧
蔵
文
書
目
録
」『
大
阪
大
学
経
済
学
』
第
三
〇
巻
第
一
号
、
一
九
八
〇
年
六
月
、
一
一
〇－
一
一
八
頁
。
（
５
）
「
乍
憚
口
上
〔
堂
島
米
市
場
仲
買
株
札
譲
渡
一
件
〕」
（
冨
子
家
文
書
、
四－
一
四
）
に
よ
れ
ば
、
四
代
助
右
衛
門
は
、
文
化
五
年
（
一
八
〇
八
）
八
月
、
病
身
を
理
由
に
、
米
仲
買
株
一
枚
を
返
上
す
る
意
思
を
米
方
年
行
司
に
伝
え
て
い
る
。
た
だ
し
、
商
売
向
き
が
回
復
し
た
場
合
、
あ
る
い
は
親
類
に
譲
る
こ
と
に
な
っ
た
場
合
に
は
下
げ
渡
し
て
欲
し
い
旨
が
明
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
休
株
を
申
請
し
た
も
の
と
理
解
で
き
る
。
５９４
米
方
年
行
司
に
関
す
る
一
考
察
三
米
方
年
行
司
に
つ
い
て
は
、
戦
前
以
来
の
研
究
蓄
積
が
あ
り
（
６
）
、
そ
の
内
容
を
整
理
す
る
と
以
下
で
あ
る
（
７
）
。
享
保
一
五
年
（
一
七
三
〇
）
に
堂
島
米
会
所
に
お
け
る
米
切
手
取
引
、
米
切
手
先
物
取
引
が
公
認
さ
れ
、
そ
の
翌
年
、
翌
々
年
に
か
け
て
米
仲
買
株
仲
間
が
結
成
さ
れ
る
。
こ
の
時
、
米
方
年
行
司
が
、
五
名
の
米
仲
買
が
一
年
任
期
で
務
め
る
機
関
と
し
て
設
置
さ
れ
（
８
）
、
以
後
、
米
仲
買
の
取
り
締
ま
り
、
取
引
を
巡
る
紛
議
の
裁
定
、
大
坂
町
奉
行
所
へ
の
相
場
書
上
、
町
触
の
伝
達
な
ど
の
任
務
に
当
た
る
こ
と
に
な
る
。
宝
暦
一
二
年
（
一
七
六
二
）
に
は
空
米
切
手
改
め
を
補
佐
す
る
者
と
し
て
加
役
五
名
が
配
置
さ
れ
る
（
９
）
。
米
方
年
行
司
の
任
命
は
大
坂
三
郷
惣
年
寄
の
人
選
に
よ
っ
て
大
坂
町
奉
行
が
行
っ
て
い
た
が
、
安
永
三
年（
一
七
七
四
）よ
り
、
現
任
の
米
方
年
行
司
が
後
任
を
指
名
し
、
任
命
に
惣
年
寄
が
立
ち
会
う
形
と
な
っ
た
（
１０
）
。
米
仲
買
か
ら
大
坂
町
奉
行
へ
願
書
を
提
出
す
る
際
に
は
、
事
前
に
米
方
年
行
司
に
よ
る
「
内
糺
」
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
、
米
方
年
行
司
の
奥
印
を
欠
い
た
願
書
は
受
理
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
（
１１
）
、
米
方
年
行
司
は
私
的
な
仲
間
組
織
の
頭
取
で
は
な
く
、
幕
府
に
よ
っ
て
編
成
さ
れ
た
公
的
な
仲
間
組
織
の
頭
取
と
し
て
機
能
し
た
の
で
あ
る
。
以
上
に
よ
っ
て
概
略
は
押
さ
え
ら
れ
た
も
の
の
、
具
体
的
な
業
務
内
容
は
依
然
と
し
て
不
透
明
で
あ
る
。
そ
の
一
端
を
埋
め
る
史
料
が
、
以
下
に
紹
介
す
る
「
米
方
年
行
司
相
勤
候
節
扣
」
で
あ
る
。
横
帳
で
五
丁
か
ら
成
る
が
、
一
部
に
反
古
紙
を
用
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
自
家
保
存
用
の
手
控
え
と
し
て
作
成
さ
れ
た
と
判
断
さ
れ
る
。
以
下
に
史
料
全
文
を
掲
示
し
、
若
干
の
解
説
を
試
み
た
い
。二、
史
料
翻
刻
（
１２
）
〔
袋
上
書
（
１３
）
〕
文
化
元
年
甲
子
始
而
相
勤
松
山
大
学
論
集
第
二
十
四
巻
第
四－
二
号
四
５９３
同四
年
丁
卯
相
勤
米
方
年
行
司
相
勤
候
節
扣
〔
表
紙
〕
米
方
年
行
司
役
初
年
享
和
四
年
甲
子
但
此
年
改
元
文
化
ト
改
其
次
文
化
四
丁
卯
（
６
）
田
中
太
七
郎
『
日
本
取
引
所
論
』
有
斐
閣
、
一
九
一
〇
年
、
三
〇－
三
二
頁
、
須
々
木
庄
平
『
堂
島
米
市
場
史
』
日
本
評
論
社
、
一
九
四
〇
年
、
五
六－
六
九
頁
、
島
本
得
一
『
徳
川
時
代
の
証
券
市
場
の
研
究
』
産
業
経
済
社
、
一
九
五
三
年
、
五
二－
五
四
頁
。
（
７
）
以
下
に
示
す
内
容
は
、
史
料
的
裏
付
け
が
確
認
で
き
る
も
の
に
限
る
。
（
８
）
米
方
年
行
司
の
呼
称
は
享
保
一
七
年
（
一
七
三
二
）
一
月
よ
り
公
的
に
用
い
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
以
前
は
「
五
仲
買
」、「
惣
代
」
な
ど
と
呼
ば
れ
て
い
た
（
拙
著
『
近
世
米
市
場
の
形
成
と
展
開
―
幕
府
司
法
と
堂
島
米
会
所
の
発
展
―
』
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
二
年
、
三
八
頁
）。
（
９
）
「
浜
方
記
録
」
本
庄
栄
次
郎
他
編
『
近
世
社
会
経
済
叢
書
』
改
造
社
、
一
九
二
六
年
、
六
一－
六
二
頁
。
当
該
期
の
空
米
切
手
問
題
に
つ
い
て
は
、
右
掲
拙
著
二
〇
三－
二
一
一
頁
を
参
照
の
こ
と
。
な
お
、
加
役
は
安
永
四
年
（
一
七
七
五
）
よ
り
三
人
に
減
じ
ら
れ
る
（「
浜
方
記
録
」
七
五
頁
）。
（
１０
）
「
三
郷
惣
年
寄
由
緒
書
并
勤
書
」
大
阪
市
参
事
会
編
『
大
阪
市
史
第
五
』
大
阪
市
参
事
会
、
一
九
一
一
年
、
一
六
六
頁
。
こ
の
よ
う
な
変
更
が
行
わ
れ
た
背
景
は
明
確
で
な
い
。
（
１１
）
た
だ
し
、
米
方
年
行
司
自
身
が
訴
訟
上
の
利
害
関
係
者
に
当
た
る
場
合
は
、
町
年
寄
の
奥
印
で
も
出
訴
が
可
能
で
あ
っ
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
前
掲
註
八
の
拙
著
、
第
五
章
第
三
節
を
参
照
の
こ
と
。
（
１２
）
翻
刻
に
際
し
て
、
合
字
の
「
よ
り
」
は
平
仮
名
の
「
よ
り
」
と
し
、
正
字
・
旧
字
・
異
体
字
は
常
用
体
に
改
め
た
。
紙
幅
の
都
合
に
よ
り
、
平
出
・
欠
字
は
省
略
し
、
行
間
の
空
白
に
つ
い
て
も
、
そ
れ
自
体
に
意
味
は
な
い
と
判
断
し
た
場
合
は
こ
れ
を
詰
め
た
。
な
お
、
史
料
文
中
の
亀
甲
括
弧
内
の
文
字
、
お
よ
び
読
点
は
筆
者
が
加
え
た
も
の
で
あ
る
。
（
１３
）
袋
裏
面
に
「
大
坂
梶
木
町
淀
屋
橋
西
へ
入
、
尼
崎
屋
七
右
衛
門
」
の
印
が
あ
る
が
、
尼
崎
屋
か
ら
送
ら
れ
た
通
帳
な
ど
が
入
っ
て
い
た
袋
を
再
利
用
し
た
も
の
と
判
断
し
、
翻
刻
文
か
ら
は
割
愛
し
た
。
５９２
米
方
年
行
司
に
関
す
る
一
考
察
五
〔
一
丁
表
〕
享
和
三
癸
亥
年
十
二
月
濱
方
年
行
司
相
勤
候
控
何
町
何
丁
目
何
屋
誰
右
御
用
之
義
有
之
間
、
明
廿
一
日
五
ツ
時
、
東
御
番
所
へ
麻
上
下
印
形
用
意
可
被
出
候
、
尤
着
到
三
郷
寄
合
所
へ
相
断
可
被
申
候
以
上
、
十
二
月
廿
日
天
満
組
惣
会
所
印
右
差
紙
到
来
、
五
ツ
時
可
罷
出
之
処
、
古
役
・
新
役
多
人
数
之
上
、
相
場
寄
在
之
、
旁
昼
後
東
下
宿
近
江
屋
九
郎
兵
衛
方
へ
支
不
残
相
 
ひ
、
仕
度
等
致
し
扣
居
候
、
右
相
 
候
趣
、
古
役
衆
よ
り
惣
年
寄
衆
へ
相
断
、
川
崎
次
左
衛
門
・
野
里
雄
作
両
人
之
掛
り
ニ
而
無
程
案
内
在
之
、
古
役
・
新
役
相
 
ひ
、
地
方
役
所
へ
出
候
、
与
力
大
西
駒
蔵
殿
懸
り
、
享
和
三
癸
亥
年西
村
屋
嘉
右
衛
門
堺
屋
善
蔵
古
役
鍋
屋
三
右
衛
門
播
磨
屋
善
四
郎
難
波
屋
太
助
松
山
大
学
論
集
第
二
十
四
巻
第
四－
二
号
六
５９１
長
田
屋
卯
兵
衛
加
役
俵
屋
与
八
米
屋
熊
次
郎
右
者
退
役
願
之
趣
聞
届
、
当
年
中
無
滞
被
相
勤
、
大
儀
之
挨
拶
在
之
候
享
和
四
甲
子
年天
王
寺
屋
源
之
介
印
形
所
持
袴
羽
織
無
刀
阿
波
屋
嘉
蔵
新
役
伊
勢
屋
茂
助
此
方
播
磨
屋
仁
兵
衛
右
同
断
大
坂
屋
文
蔵
加
役
鍋
屋
善
次
郎
灘
屋
義
兵
衛
〔
一
丁
裏
〕
右
誰
々
江
年
行
司
役
、
誰
々
へ
ハ
加
役
申
付
ル
、
不
念
之
儀
無
之
様
相
勤
可
被
申
、
御
請
ハ
麻
上
下
着
い
た
し
、
衣
服
相
改
メ
御
請
可
申
上
旨
被
仰
渡
候
、
尤
奉
畏
候
と
申
置
、
扨
町
年
寄
役
相
勤
居
候
付
、
此
段
書
付
ニ
而
相
断
可
申
、
則
左
ニ
乍
恐
口
上
一
、
今
日
被
為
御
召
出
、
来
子
年
米
方
年
行
司
役
被
為
仰
付
、
冥
加
至
極
難
有
奉
存
候
、
然
ル
処
、
私
義
何
年
以
前
よ
り
町
内
年
５９０
米
方
年
行
司
に
関
す
る
一
考
察
七
寄
役
被
為
仰
付
、
相
勤
罷
在
候
付
、
自
然
御
用
等
之
節
差
支
可
有
御
座
哉
と
甚
奉
恐
入
候
、
依
之
何
卒
米
方
年
行
司
役
御
赦
免
被
為
成
下
候
者
難
有
奉
存
候
、
此
段
乍
恐
書
付
ヲ
以
奉
願
上
候
、
以
上
、
何
町
何
町
目
月
日
何
屋
何
右
衛
門
印
御
奉
行
様
大
西
駒
蔵
殿
掛
り
ニ
而
右
之
趣
相
断
候
得
共
、
書
付
納
り
不
申
候
、
自
然
差
支
候
砌
者
町
内
月
行
司
ヲ
以
相
勤
、
兼
帯
可
致
旨
被
仰
付
候
、
扨
衣
服
相
改
メ
、
古
役
ハ
継
上
下
、
新
役
ハ
麻
上
下
、
新
古
相
 
ひ
地
方
役
所
縁
側
江
出
、
古
役
無
滞
相
勤
退
儀
退
役
聞
届
ケ
、
新
役
来
子
年
年
行
司
相
勤
可
申
、
尤
不
念
之
儀
無
之
様
、
則
請
証
文
読
為
聞
、
調
印
可
致
旨
被
仰
付
候
事
、
但
此
請
証
文
相
下
り
、
下
宿
ニ
而
調
印
い
た
す
事
も
有
、
又
衣
服
相
改
メ
不
申
内
調
印
い
た
す
事
も
あ
り
、
其
時
宜
ニ
寄
也
、
請
証
文
之
写
米
会
所
ニ
有
、
扨
直
様
川
方
・
宗
旨
方
・
当
番
所
と
御
請
御
礼
申
上
ル
、
夫
よ
り
中
ノ
口
よ
り
上
り
、
本
玄
関
江
罷
出
、
御
奉
行
様
へ
御
請
〔
二
丁
表
〕
御
礼
申
上
ケ
申
置
、
夫
よ
り
又
西
御
番
所
へ
出
、
中
ノ
口
よ
り
上
、
本
玄
関
江
出
、
御
請
申
上
置
、
夫
よ
り
当
番
所

三
役
所
い
つ
れ
も
御
礼
申
上
ル
、
東
西
と
も
惣
年
寄
衆
案
内
有
之
事
、
夫
よ
り
御
蔵
奉
行
・
天
満
与
力
同
心
衆
・
三
郷
惣
年
寄
衆
宅
江
不
残
夫
々
手
配
り
い
た
し
、
御
請
廻
礼
罷
越
候
、
年
行
司
役
勤
中
ハ
町
役
一
役
御
免
被
仰
付
候
、
借
屋
之
分
ハ
町
入
用
之
儀
御
免
ニ
相
成
、
但
他
町
ニ
而
掛
屋
敷
所
持
之
内
ニ
而
御
免
之
儀
願
上
候
得
者
、
御
聞
届
ケ
有
之
由
、
此
時
ハ
掛
屋
敷
有
之
其
町
内
年
寄
ニ
松
山
大
学
論
集
第
二
十
四
巻
第
四－
二
号
八
５８９
而
も
、
月
行
司
ニ
而
も
、
惣
年
寄
中
よ
り
呼
出
ニ
而
被
申
渡
候
事
、
尼
崎
町
二
丁
目
一
、
用
事
有
之
候
間
、
明
廿
五
日
四
ツ
時
、
印
形
持
参
被
致
可
候
、
以
上
、
十
二
月
廿
四
日
天
満
組
惣
会
所
印
翌
廿
五
日
四
ツ
時
、
月
行
司
炭
屋
喜
右
衛
門
印
形
持
参
致
候
処
、
其
町
内
年
寄
誰
江
、
来
子
年
米
方
年
行
司
役
被
仰
付
候
間
、
町
用
之
処
年
寄
相
勤
可
被
申
候
得
共
、
自
然
差
支
之
節
ハ
、
無
不
念
月
行
司
ヲ
以
相
勤
可
被
申
候
様
、
尤
米
方
年
行
司
勤
中
ハ
町
役
一
役
御
赦
免
被
成
候
事
、
此
儀
も
申
聞
置
候
、
川
崎
虎
之
丞
殿
掛
り
也
、
堂
嶋
米
会
所
古
役
衆
よ
り
明
幾
日
何
時
御
取
合
申
上
度
義
有
之
候
間
、
御
出
席
可
被
下
候
旨
、
廻
書
ニ
而
案
内
有
之
候
、
刻
限
参
、
相
 
、
暫
扣
居
ル
、
無
程
案
内
有
之
、
年
行
司
之
居
間
へ
通
り
、
新
古
同
席
、
扨
、
ケ
條
書

申
遣
り
之
事
共
申
述
ら
れ
、
マ
マ
請
答
い
た
し
、
書
物
単
司
之
鎰
も
受
取
可
申
処
、
い
ま
た
古
役
用
向
有
之
候
付
、
跡
よ
り
御
渡
し
可
申
旨
被
申
、
夫
々
取
渡
相
済
候
得
者
、
酒
肴
・
吸
物
出
、
新
古
両
役
頭
よ
り
盃
相
始
メ
、
古
役
頭
〔
二
丁
裏
〕
之
盃
ヲ
新
役
之
二
人
目
へ
さ
す
、
新
役
頭
之
盃
古
役
之
二
人
目
へ
さ
す
、
千
鳥
か
け
に
成
、
新
古
盃
事
相
済
候
ハ
ヽ
、
水
方
之
者
呼
出
し
、
新
役
ヨ
リ
さ
し
遣
し
候
、
是
又
盃
相
済
候
ハ
ヽ
若
キ
者
共
之
頭
一
人
ヲ
呼
出
し
、
是
又
新
役
よ
り
盃
差
遣
候
、
相
済
候
而
新
古
と
も
酒
事
相
済
、一
汁
二
菜
ニ
而
飯
出
、
茶
碗
む
し
・
小
鯛
焼
物
也
、食
後
咄
合
候
事
共
有
之
候
ハ
ヽ
諸
事
仕
舞
、
古
役
よ
り
先
キ
へ
退
出
、
扨
新
役
退
座
い
た
す
事
例
格
也
、
此
時
奉
行
所
年
頭
之
御
礼
刻
限
、
又
ハ
出
合
所
等
申
合
置
、
但
此
取
渡
、
幾
日
と
申
事
不
定
候
得
共
、
大
体
廿
五
・
六
日
頃
之
間
見
合
、
取
渡
い
た
し
候
事
、
５８８
米
方
年
行
司
に
関
す
る
一
考
察
九
享
和
四
年
甲
子
正
月
四
日
初
相
庭
淀
屋
橋
多
田
屋
新
右
衛
門
方
江
例
歳
打
寄
、
言
合
出
来
、
上
米
・
中
米
・
下
米
と
三
段
、
各
升
算
当
り
読
合
等
い
た
し
、
相
済
候
上
、
多
田
新
よ
り
組
重
に
て
酒
差
出
し
、
同
役
中
盃
い
た
し
、
見
舞
に
見
得
候
仁
へ
も
盃
事
い
た
し
候
、
尤
親
し
き
仁
マ
マ
計
り
也
、
其
中
相
庭
相
仕
舞
、
四
ツ
時
頃
立
合
場
へ
出
勤
、
加
人
大
文
・
鍋
善
・
灘
儀
三
人
見
得
候
、
尤
前
刻
案
内
い
た
し
置
古
役
衆
も
見
得
可
申
筈
之
処
、
不
快
・
用
事
等
何
連
も
断
被
申
不
参
、
加
人
三
人
ハ
出
勤
ニ
而
、
扨
御
頼
申
候
ハ
、
銘
々
繰
合
い
た
し
、
米
改
出
勤
、
其
外
御
用
之
差
支
候
砌
ハ
御
頼
申
候
間
、
其
節
乍
御
苦
労
御
三
人
之
内
、
御
繰
合
御
出
勤
可
被
下
候
様
、
御
頼
置
候
、
今
日
各
様
方
御
呼
立
申
、
御
頼
申
候
も
如
何
ニ
候
得
共
、
任
先
格
御
呼
立
御
頼
申
候
な
と
挨
拶
申
伸
候
、
扨
御
酒
一
献
遣
し
可
申
と
申
、
盃
出
、
夫
々
盃
事
相
済
、
一
汁
二
菜
・
湯
漬
差
出
候
、
翌
五
日
寅
ノ
刻
限
淀
屋
橋
ニ
而
前
日
之
通
相
場
立
合
、
多
田
新
へ
打
寄
立
合
い
た
し
、
卯
ノ
刻
頃
、
火
縄
限
り
相
庭
仕
舞
、
引
取
〔
三
丁
表
〕
六
日
夜
毎
月
五
日
・
六
日
頃
之
夜
、
月
行
司
寄
月
行
司
江
立
物
入
札
 
月
並
箇
條
書
請
印
取
可
申
趣
、
前
日
よ
り
案
内
為
致
置
、
依
之
今
夕
月
行
司
一
統
よ
り
建
物
入
札
別
封
に
い
た
し
差
出
候
、
五
人
立
合
開
封
い
た
し
、
入
札
数
多
キ
蔵
之
分
、
来
ル
八
日
堂
嶋
ニ
て
初
相
庭
立
物
に
相
極
メ
可
申
事
、
扨
、
ケ
條
読
聞
ケ
印
形
取
之
、
月
行
司
退
出
、
月
行
司
相

ひ
迠
、
同
役
五
人
酒
出
、
待
居
候
、
肥
前
札
二
百
二
十
筑
前
札
七
十
余
松
山
大
学
論
集
第
二
十
四
巻
第
四－
二
号
一
〇
５８７
右
之
通
ニ
而
、
八
日
よ
り
の
建
物
肥
前
に
相
成
、
七
日
朝
五
ツ
時
頃
、
立
会
所
江
継
上
下
持
参
罷
出
、
東
奉
行
所
江
明
八
日
於
堂
嶋
市
場
、
肥
前
米
ヲ
以
商
売
仕
候
之
趣
、
口
上
書
へ
実
印
連
判
ニ
而
相
断
、
出
勤
阿
波
嘉
・
は
り
仁
両
人
罷
出
候
、
伊
勢
茂
・
此
方
両
人
ハ
、
加
賀
岡
備
前
筑
前
出
雲
肥
後
豊
前
右
蔵
屋
敷
留
主
居
 
米
支
配
役
人
衆
へ
年
行
司
連
名
之
名
札
ヲ
以
年
頭
礼
相
勤
、
引
取
肥
前
南
部
ハ
奉
行
所
よ
り
帰
り
道
、
阿
波
嘉
・
播
仁
両
人
相
勤
候
事
、
八
日
堂
嶋
初
相
庭
立
合
い
た
し
、
御
書
上
ケ
読
合
相
済
、
引
取
、
十
五
日
西
御
奉
行
佐
久
間
備
後
守
様
、
旧
冬
よ
り
御
忌
中
ニ
而
、
其
間
東
御
奉
行
水
野
若
狭
守
様
御
勤
、
昨
十
四
日
御
忌
明
ニ
而
、
年
頭
御
礼
諸
祝
物
北
組
惣
会
所
へ
差
出
可
申
旨
ニ
而
、
同
役
中
一
統
申
合
、
北
組
惣
会
所
へ
上
ケ
物
持
参
、
掛
り
の
惣
年
寄
江
川
・
川
崎
両
人
也
、
尤
年
頭
祝
儀
 
歳
暮
祝
儀
、
其
外
町
年
寄
祝
儀
等
、
一
時
ニ
相
来
候
而
差
出
候
事
、
〔
三
丁
裏
〕
廿
一
日
鍋
嶋
蔵
屋
鋪
役
人
中
惣
代
と
し
て
高
尾
藤
十
殿
、
三
本
入
扇
子
一
箱
、
年
礼
持
参
被
致
候
事
、
５８６
米
方
年
行
司
に
関
す
る
一
考
察
一
一
廿
四
日
帳
合
米
立
消
 
明
廿
五
日
初
天
神
ニ
而
休
日
之
趣
、西
御
月
番
之
地
方
役
所
 
当
番
所
へ
、天
源
・
伊
勢
茂
両
人
届
ケ
罷
出
候
、
廿
五
日
明
廿
六
日
よ
り
相
始
メ
候
趣
、
阿
波
嘉
・
此
方
両
人
西
当
番
所
江
相
断
ニ
出
、
二
月
十
日
初
午
ニ
而
古
役
衆
相
招
キ
候
事
、
此
方
岡
屋
敷
へ
出
、
七
ツ
半
時
頃
会
所
へ
出
、
此
相
庭
書
、
文
化
四
年
丁
卯
正
月
の
事
也
立
会
場
言
合
ハ
、
恵
比
須
講
仲
間
順
番
ニ
而
、
三
軒
よ
り
言
合
ヲ
差
出
、
三
軒
分
引
合
、
直
段
高
下
有
之
時
ハ
、
中
直
ヲ
以
言
合
相
定
可
申
事
、
会
所
相
庭
帳
正
月
廿
九
日
正
筑
前
米
寄
付
六
十
二
匁
同
引
方
六
十
二
匁
石一
、
筑
前
米
六
十
二
匁
上
石
四
松
山
大
学
論
集
第
二
十
四
巻
第
四－
二
号
一
二
５８５
一
、
肥
後
米
六
十
二
匁
三
分
升
五
十
九
匁
九
分
九
八
一
、
肥
前
米
五
十
六
匁
二
分
升
五
十
七
匁
三
分
八
五
一
、
中
国
米
五
十
一
匁
五
分
升
六
十
匁
六
分
九
六
一
、
広
嶋
米
五
十
七
匁
五
分
升
六
十
目
石
三
一
、
備
前
米
六
十
匁
二
分
升
五
十
八
匁
四
分
中
九一
、
米
子
米
五
十
匁
六
分
升
五
十
六
匁
二
分
下
八一
、
出
雲
米
四
十
六
匁
五
分
５８４
米
方
年
行
司
に
関
す
る
一
考
察
一
三
升五
十
八
匁
一
分
〔
朱
書
に
て
記
号
、「
ｂ
」
の
よ
う
な
形
状
〕
九
三
一
、
古
筑
前
五
十
四
匁
五
分
升
五
十
八
匁
六
分
九
八
一
、
古
肥
後
五
十
八
匁
五
分
〔
朱
書
〕
升
五
十
九
匁
七
分
中
〔
四
丁
表
〕
九
二
一
、
古
肥
前
五
十
三
匁
五
分
升
五
十
八
匁
一
分
七
八
一
、
古
中
国
四
十
七
匁
八
分
升
六
十
一
匁
三
分
八
八
一
、
古
広
嶋
五
十
四
匁
五
分
〔
朱
書
〕
升
六
十
一
匁
九
分
上
八
八
一
、
加
賀
米
五
十
匁
五
分
松
山
大
学
論
集
第
二
十
四
巻
第
四－
二
号
一
四
５８３
〔
朱
書
〕
升
五
十
七
匁
四
分
下
一
、
淡
路
六
十
一
匁
五
分
一
、
筑
後
五
十
八
匁
二
分
一
、
豊
前
六
十
目
三
分
一
、
薩
摩
五
十
三
匁
八
分
一
、
岡
米
五
十
七
匁
一
、
柳
川
五
十
六
匁
八
分
一
、
秋
田
四
十
四
匁
三
分
一
、
岡
大
豆
五
十
七
匁
五
分
一
、
大
洲
大
豆
五
十
六
匁
五
分
一
、
南
部
大
豆
四
十
二
匁
五
分
筑
前
帳
合
寄
付
六
十
五
匁
但
、
廿
七
日
寄
付
与
三
分
高
直
同
仕
舞
六
十
四
匁
三
分
但
、
廿
七
日
仕
舞
与
同
直
段
覚
堂
嶋
新
地
５８２
米
方
年
行
司
に
関
す
る
一
考
察
一
五
今
廿
九
日
寄
付
一
、
筑
前
米
帳
合
三
俵
付
六
十
五
匁
内
味
一
石
付
同
直
段
但
、
廿
七
日
寄
付
与
三
分
高
直
今
廿
九
日
寄
付
一
、
同
正
米
一
石
付
六
十
二
匁
右
同
断
一
、
同
三
俵
付
同
直
段
同
日
御
書
上
直
段
一
、
同
一
石
付
六
十
二
匁
但
、
廿
七
日
直
段
与
七
分
高
直
右
同
断
一
、
同
三
俵
付
同
直
段
同
日
引
方
直
段
一
、
同
一
石
付
六
十
二
匁
〔
四
丁
裏
〕
右
同
断
一
、
同
三
俵
付
同
直
段
松
山
大
学
論
集
第
二
十
四
巻
第
四－
二
号
一
六
５８１
右
之
通
御
座
候
、
以
上
米
方
年
行
司
印
卯
正
月
廿
九
日
丑
年
上
六
十
一
匁
九
分
広
嶋
一
、
中
国
米
一
石
付
中
六
十
一
匁
三
分
長
門
下
此
節
無
御
座
候
寅
年
上
六
十
匁
六
分
長
門
一
、
同
一
石
付
中
六
十
匁
広
嶋
下
五
十
八
匁
四
分
備
前
丑
年
上
五
十
九
匁
七
分
肥
後
一
、
西
国
米
一
石
付
中
五
十
八
匁
六
分
筑
前
下
五
十
八
匁
一
分
肥
前
寅
年
上
六
十
二
匁
筑
前
一
、
同
一
石
付
中
五
十
九
匁
九
分
肥
後
下
五
十
七
匁
三
分
肥
前
５８０
米
方
年
行
司
に
関
す
る
一
考
察
一
七
丑
年
上
五
十
七
匁
四
分
加
賀
一
、
北
国
米
一
石
付
中
此
節
無
御
座
候
下
右
同
断
寅
年
上
五
十
八
匁
一
分
出
雲
一
、
同
一
石
付
中
五
十
六
匁
二
分
米
子
下
右
此
節
無
御
座
候
右
之
通
御
座
候
、
以
上
卯
正
月
廿
九
日
米
方
年
行
司
印
覚
御
宿
継
上
六
十
一
匁
九
分
広
嶋
一
、
丑
年
米
一
石
付
中
五
十
九
匁
七
分
肥
後
下
五
十
七
匁
四
分
加
賀
上
六
十
二
匁
筑
前
一
、
寅
年
米
一
石
付
中
五
十
八
匁
四
分
備
前
下
五
十
六
匁
二
分
米
子
松
山
大
学
論
集
第
二
十
四
巻
第
四－
二
号
一
八
５７９
右
之
通
御
座
候
、
以
上
文
化
四
年
卯
正
月
廿
九
日
米
方
年
行
司
印
右
之
口
々
御
用
紙
ヲ
以
認
也
、
惣
会
所
へ
も
差
出
事
、
尤
惣
会
所
江
出
ハ
蔵
名
不
書
、
直
段
計
認
遣
ス
事
〔
五
丁
表
〕
雑
穀
相
庭
八
七
一
、
讃
岐
五
十
目
五
分
升
五
十
八
匁
八
七
一
、
伊
予
四
十
七
匁
升
五
十
四
匁
八
五
一
、
中
国
五
十
匁
升
五
十
八
匁
八
分
石一
、
越
後
大
豆
四
十
六
匁
石
５７８
米
方
年
行
司
に
関
す
る
一
考
察
一
九
一
、
伊
予
大
豆
五
十
五
匁
五
分
石
三
一
、
筑
後
大
豆
五
十
六
匁
五
分
升
五
十
四
匁
九
分
一
、
大
麦
此
節
無
御
座
候
石
三
一
、
小
麦
五
十
一
匁
升
四
十
九
匁
五
分
五
十
匁
位
右
者
今
廿
三
日
之
相
庭
ニ
而
御
座
候
、
尤
於
市
場
売
買
無
御
座
候
分
ハ
、
凡
位
直
段
ニ
而
御
座
候
、
以
上
、
文
化
四
年
卯
二
月
廿
三
日
米
方
年
行
司
印
惣
御
年
寄
中
右
雑
穀
相
庭
書
、
凡
八
日
目
位
ニ
而
惣
会
所
江
差
出
、

日
相
庭
ハ
其
月
中
之
分
相
認
、
惣
会
所
 
代
官
所
両
所
江
遣
ス
〔
翻
刻
終
わ
り
〕
松
山
大
学
論
集
第
二
十
四
巻
第
四－
二
号
二
〇
５７７
三
、
史
料
の
内
容
紹
介
本
史
料
は
、
大
別
す
る
と
（
一
）
米
方
年
行
司
の
新
役
・
古
役
交
代
時
に
お
け
る
大
坂
町
奉
行
所
と
の
や
り
と
り
、（
二
）
同
じ
く
交
代
時
に
新
役
・
古
役
の
間
で
交
わ
さ
れ
た
儀
礼
、（
三
）
正
月
四
日
の
初
相
場
か
ら
二
月
十
日
の
初
午
に
至
る
ま
で
の
米
方
年
行
司
の
業
務
、（
四
）
大
坂
町
奉
行
所
に
提
出
す
る
相
場
書
の
様
式
、
の
四
点
か
ら
構
成
さ
れ
る
。
初
午
で
記
録
が
途
絶
え
て
い
る
こ
と
は
残
念
で
あ
る
が
、
以
上
に
挙
げ
た
点
は
、
い
ず
れ
も
本
史
料
に
よ
っ
て
初
め
て
明
ら
か
に
な
る
内
容
を
多
く
含
ん
で
い
る
。
紙
幅
の
都
合
上
、
特
に
そ
の
必
要
が
あ
る
と
判
断
し
た
箇
所
に
つ
い
て
の
み
、
以
下
に
説
明
を
試
み
る
（
１４
）
。
（
一
）
に
つ
い
て
、
米
方
年
行
司
の
任
期
が
一
年
で
、
毎
年
末
に
惣
年
寄
立
ち
会
い
の
下
に
交
代
さ
れ
る
こ
と
は
従
来
か
ら
知
ら
れ
て
い
た
が
、
該
当
者
が
現
職
の
町
年
寄
で
あ
っ
た
場
合
に
、
別
途
書
付
を
提
出
し
て
い
た
こ
と
が
一
丁
裏
の
記
述
で
明
ら
か
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
町
年
寄
を
勤
め
て
い
る
た
め
、
米
方
年
行
司
役
は
赦
免
願
い
た
い
と
す
る
書
付
を
提
出
し
、
こ
れ
に
対
し
て
大
坂
町
奉
行
所
与
力
が
、
町
年
寄
と
し
て
の
業
務
に
差
し
支
え
が
生
じ
た
場
合
に
は
、
月
行
司
が
こ
れ
に
代
わ
る
べ
き
旨
を
指
示
す
る
流
れ
が
記
さ
れ
て
い
る
。
書
付
が
雛
形
の
形
で
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
冨
子
家
に
固
有
の
対
応
で
は
な
く
、
一
般
的
対
応
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
形
式
的
と
は
言
え
、
町
年
寄
を
兼
帯
す
る
場
合
に
は
、
こ
う
し
た
手
続
き
を
と
る
必
要
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
米
方
年
行
司
在
任
中
は
諸
役
が
免
除
さ
れ
た
こ
と
も
知
ら
れ
て
き
た
が
、
他
町
に
屋
敷
を
保
有
し
て
い
る
場
合
で
も
、
同
様
に
町
役
が
免
除
さ
れ
る
慣
行
に
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
（
二
丁
表
）。
（
１４
）
史
料
文
中
に
出
て
く
る
大
坂
米
市
場
に
固
有
の
用
語
に
つ
い
て
、
全
て
を
紹
介
す
る
こ
と
は
紙
幅
的
に
も
、
筆
者
の
能
力
的
に
も
叶
わ
な
い
。
用
語
の
解
読
を
必
要
と
す
る
読
者
諸
賢
に
お
か
れ
て
は
、
前
掲
註
八
の
拙
著
、
索
引
を
適
宜
活
用
し
て
頂
き
た
い
。
不
十
分
な
が
ら
、
主
要
な
用
語
に
つ
い
て
は
解
説
を
与
え
て
い
る
つ
も
り
で
あ
る
。
５７６
米
方
年
行
司
に
関
す
る
一
考
察
二
一
（
二
）
は
、
近
世
に
お
け
る
町
人
の
儀
礼
が
窺
え
る
貴
重
な
記
述
で
あ
る
。
二
丁
表
末
尾
か
ら
二
丁
裏
の
記
述
に
よ
れ
ば
、
新
役
・
古
役
が
対
座
し
、
古
役
筆
頭
の
者
が
新
役
の
二
人
目
に
、
新
役
筆
頭
の
者
が
古
役
の
二
人
目
に
、
と
い
っ
た
形
で
千
鳥
が
け
に
盃
を
交
わ
し
て
い
く
「
千
鳥
の
盃
」
を
挙
行
し
、
歓
談
を
経
て
、
古
役
か
ら
退
座
す
る
流
れ
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
（
三
）
に
つ
い
て
、
堂
島
米
会
所
で
は
、
公
的
に
は
一
月
八
日
よ
り
相
場
が
開
か
れ
る
決
ま
り
で
あ
っ
た
が
、
大
坂
米
市
が
近
世
初
期
の
豪
商
・
淀
屋
の
店
先
に
発
祥
し
た
こ
と
に
因
ん
で
、
毎
年
一
月
四
日
と
五
日
は
「
初
相
場
」
と
称
し
て
、
淀
屋
橋
で
取
引
が
行
わ
れ
る
な
ら
わ
し
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ま
で
そ
の
具
体
的
な
場
所
は
不
明
で
あ
っ
た
が
、
十
九
世
紀
初
頭
の
段
階
で
は
多
田
屋
方
に
て
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
（
二
丁
裏
中
段
）。
ま
た
、
堂
島
米
会
所
に
お
け
る
正
米
商
内
（
ス
ポ
ッ
ト
取
引
）
の
始
値
に
当
た
る
「
言
合
」
を
決
定
す
る
過
程
や
、
代
表
取
引
銘
柄
で
あ
る
「
建
物
米
」
を
決
定
す
る
入
れ
札
の
過
程
の
詳
細
が
判
明
す
る
が
、
概
要
は
既
に
先
学
に
お
い
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
た
め
、
詳
述
は
避
け
る
。
（
四
）
に
つ
い
て
、
三
丁
裏
中
段
よ
り
五
丁
表
に
か
け
て
、
合
計
五
種
の
相
場
書
が
例
示
さ
れ
て
い
る
。
大
坂
町
奉
行
所
に
相
場
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
米
方
年
行
司
の
業
務
に
含
ま
れ
て
い
た
こ
と
は
従
来
か
ら
指
摘
さ
れ
て
き
た
が
、
相
場
書
の
内
容
や
形
式
に
つ
い
て
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
三
丁
裏
か
ら
四
丁
表
に
か
け
て
示
さ
れ
て
い
る
第
一
の
相
場
書
に
つ
い
て
、各
銘
柄
の
右
肩
に
記
さ
れ
て
い
る「
石
」、「
石
四
」、
「
九
八
」
と
い
っ
た
記
号
は
、
そ
れ
ぞ
れ
米
切
手
一
枚
に
て
受
け
取
る
こ
と
の
で
き
る
米
の
量
を
示
し
て
い
る
。
各
藩
が
大
坂
で
発
行
し
、
堂
島
米
会
所
で
取
引
さ
れ
た
米
切
手
の
額
面
は
十
石
に
統
一
さ
れ
て
い
た
が
、
藩
に
よ
っ
て
受
け
取
る
こ
と
の
で
き
る
米
の
正
味
量
は
異
な
っ
て
い
た
（
１５
）
。「
石
」
と
は
十
石
に
つ
き
十
石
、「
石
四
」
と
は
十
石
に
つ
き
十
石
四
斗
、「
九
八
」
と
は
十
石
に
つ
き
九
斗
八
升
を
そ
れ
ぞ
れ
意
味
す
る
。
肥
後
米
以
下
の
左
側
に
「
升
」
と
記
し
て
価
格
が
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
十
石
に
つ
き
十
石
と
見
な
し
た
場
合
の
、
一
石
当
た
り
価
格
を
示
し
て
い
る
。
な
お
、
大
坂
米
市
場
で
は
、
価
格
を
表
記
す
る
際
に
は
米
十
石
で
は
な
く
、
米
一
石
当
た
り
の
価
格
を
用
い
た
。
松
山
大
学
論
集
第
二
十
四
巻
第
四－
二
号
二
二
５７５
第
二
〜
第
五
の
相
場
書
に
も
「
升
」、「
三
俵
付
」、「
一
石
付
」
と
い
っ
た
記
載
が
見
受
け
ら
れ
る
が
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
も
右
と
同
様
に
理
解
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
四
丁
表
中
段
以
降
に
示
さ
れ
て
い
る
第
二
の
相
場
書
に
は
、
筑
前
米
帳
合
の
価
格
、
す
な
わ
ち
筑
前
米
を
建
物
米
と
す
る
先
物
価
格
が
示
さ
れ
て
い
る
が
、「
三
俵
付
」
の
価
格
と
、「
内
味
一
石
付
」
の
価
格
が
二
通
り
示
さ
れ
て
い
る
。
筑
前
蔵
の
米
切
手
は
額
面
が
三
十
俵
（＝
十
石
）
で
あ
っ
た
た
め
（
１６
）
、
三
俵
で
一
石
に
相
当
す
る
。
し
た
が
っ
て
「
三
俵
付
」
の
価
格
と
「
内
味
一
石
付
」
の
価
格
は
「
同
直
段
」
と
な
る
。
藩
に
よ
っ
て
は
、
二
十
五
俵
で
十
石
と
な
る
四
斗
俵
を
用
い
る
場
合
も
あ
り
、
そ
の
場
合
は
「
三
俵
付
」
の
価
格
と
、「
内
味
一
石
付
」
の
価
格
は
相
違
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
に
、
米
切
手
の
額
面
は
十
石
に
統
一
さ
れ
て
い
た
と
は
い
え
、
そ
れ
に
相
当
す
る
蔵
米
の
量
は
藩
に
よ
っ
て
異
な
っ
て
お
り
、
銘
柄
毎
の
個
性
に
留
意
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
は
、
か
つ
て
岩
橋
氏
が
強
調
し
た
点
で
も
あ
る
が
（
１７
）
、
多
く
の
研
究
者
は
銘
柄
間
の
差
を
意
識
せ
ず
に
、「
大
坂
米
価
」
と
い
う
抽
象
的
な
名
称
で
「
米
一
石
に
相
当
す
る
価
格
」
と
し
て
参
照
し
て
い
る
。
こ
こ
で
紹
介
し
た
相
場
書
が
端
的
に
示
し
て
い
る
通
り
、
米
切
手
一
枚
当
た
り
の
価
格
と
、
正
味
の
量
と
し
て
の
米
十
石
の
価
格
は
、
異
な
る
価
格
と
し
て
表
記
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
り
、「
大
坂
米
価
」
を
参
照
す
る
際
に
は
、
こ
の
違
い
に
留
意
せ
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
改
め
て
強
調
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
二
通
り
の
価
格
記
載
が
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
そ
の
も
の
が
、
重
要
な
意
味
を
含
ん
で
い
る
。
す
な
わ
ち
、
大
坂
米
市
場
は
蔵
米
を
取
引
す
る
市
場
で
も
あ
り
、
同
時
に
米
切
手
と
い
う
金
融
商
品
を
取
引
す
る
市
場
で
も
あ
っ
た
と
い
う
、
大
坂
米
市
場
の
両
義
性
が
示
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
（
１８
）
。
（
１５
）
米
切
手
の
概
要
に
つ
い
て
は
前
掲
註
八
の
拙
著
七
一－
八
〇
頁
、
大
名
毎
の
十
石
当
た
り
正
味
含
有
量
に
つ
い
て
は
、
島
本
得
一
『
蔵
米
切
手
の
基
礎
的
研
究
』
産
業
経
済
社
、
一
九
六
〇
年
、
二
七－
三
一
頁
を
そ
れ
ぞ
れ
参
照
の
こ
と
。
（
１６
）
右
掲
島
本
書
、
三
一
頁
。
（
１７
）
岩
橋
勝
『
近
世
日
本
物
価
史
の
研
究
』
大
原
新
生
社
、
一
九
八
一
年
、
一
三
六－
一
四
五
頁
。
５７４
米
方
年
行
司
に
関
す
る
一
考
察
二
三
米
切
手
は
一
枚
当
た
り
十
石
の
蔵
米
と
の
兌
換
を
約
束
す
る
証
券
で
あ
っ
た
が
、
各
藩
と
も
に
蔵
米
在
庫
量
以
上
に
米
切
手
を
発
行
す
る
こ
と
を
常
と
し
、
蔵
米
の
兌
換
請
求
を
受
け
た
場
合
に
、
蔵
米
を
渡
す
の
で
は
な
く
、
現
銀
で
米
切
手
を
買
い
取
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
で
あ
っ
た
（
１９
）
。
そ
し
て
米
切
手
の
価
格
は
、
蔵
米
の
品
質
の
み
な
ら
ず
、
各
藩
の
財
政
力
も
加
味
し
て
形
成
さ
れ
て
い
た
（
２０
）
。
米
切
手
の
価
格
は
も
は
や
「
蔵
米
十
石
」
の
価
格
と
一
対
一
で
対
応
す
る
も
の
で
は
な
く
、
各
藩
が
発
売
し
た
金
融
商
品
の
価
格
と
理
解
す
べ
き
も
の
と
な
っ
て
い
た
。
米
切
手
を
投
機
対
象
と
し
、
転
々
売
買
の
み
を
目
的
と
す
る
者
に
と
っ
て
は
、
米
切
手
一
枚
当
た
り
の
価
格
を
参
照
す
れ
ば
事
足
り
る
。
そ
れ
が
正
味
で
ど
れ
だ
け
の
量
の
蔵
米
と
兌
換
さ
れ
る
の
か
は
、
彼
ら
の
関
心
の
外
側
に
あ
っ
た
。
し
か
し
、
米
の
実
需
家
に
と
っ
て
は
「
内
味
」
の
価
格
も
同
時
に
重
要
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
二
通
り
の
価
格
記
載
が
行
わ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
い
ち
ば
米
切
手
一
枚
は
米
十
石
と
の
兌
換
を
約
束
す
る
も
の
で
あ
る
、
と
の
通
説
的
理
解
は
、
概
念
上
は
正
し
い
が
、
市
場
の
レ
ベ
ル
で
は
必
ず
し
も
当
て
は
ま
ら
な
い
。
究
極
的
に
は
、
あ
る
い
は
形
式
的
に
は
、
米
切
手
の
価
値
が
蔵
米
と
の
兌
換
が
約
束
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
じ
て
い
る
以
上
、
堂
島
米
会
所
に
お
け
る
米
切
手
価
格
を
「
米
価
」
と
表
記
す
る
こ
と
は
誤
り
で
は
な
い
が
、
そ
の
内
実
を
理
解
し
て
お
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
お
わ
り
に
し
じ
ょ
う
い
ち
ば
市
場
と
い
う
抽
象
的
な
機
構
を
論
じ
て
事
足
れ
り
と
す
る
の
で
は
な
く
、
市
場
の
レ
ベ
ル
に
下
り
て
流
通
の
あ
り
方
を
論
じ
、
背
後
に
あ
る
構
造
を
浮
き
彫
り
に
す
る
。
岩
橋
氏
の
提
唱
す
る
こ
の
手
法
を
、
本
稿
が
実
践
で
き
た
か
と
言
え
ば
甚
だ
心
許
な
い
が
、
こ
こ
に
紹
介
し
た
相
場
書
に
お
け
る
価
格
記
載
の
形
式
一
つ
か
ら
、
大
坂
米
市
場
の
特
質
を
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
た
点
は
松
山
大
学
論
集
第
二
十
四
巻
第
四－
二
号
二
四
５７３
強
調
し
て
お
き
た
い
。
当
時
の
米
商
に
と
っ
て
、
本
稿
が
指
摘
し
た
内
容
は
「
当
た
り
前
」
の
事
柄
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
そ
の
「
当
た
り
前
」
の
事
柄
が
十
分
に
明
ら
か
に
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
所
に
、
大
坂
米
市
場
研
究
の
抱
え
る
問
題
が
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
同
時
に
、
大
坂
米
市
場
研
究
の
更
な
る
発
展
の
余
地
を
も
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
〔
附
記
〕
史
料
翻
刻
、
お
よ
び
解
説
に
際
し
て
、
湯
木
美
術
館
学
芸
員
の
倉
林
重
幸
氏
よ
り
ご
助
言
を
賜
っ
た
。
お
名
前
を
こ
こ
に
記
し
て
謝
意
を
表
し
た
い
。
（
１８
）
大
坂
米
市
場
が
事
実
上
金
融
市
場
と
し
て
機
能
し
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
前
掲
註
八
の
拙
著
に
お
い
て
強
調
し
た
点
で
は
あ
る
が
、
相
場
書
に
も
か
か
る
特
徴
が
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
興
味
深
い
。
（
１９
）
前
掲
註
八
の
拙
著
、
二
〇
二－
二
九
二
頁
。
（
２０
）
前
掲
註
八
の
拙
著
、
一
〇
〇
頁
。
５７２
米
方
年
行
司
に
関
す
る
一
考
察
二
五
